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「
4
度
目
の
挑
戦
」

　
環
境
省
が
令
和
４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
脱
炭
素
社
会

実
現
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

と
し
て
全
国
か
ら
1
0
0
自
治
体
を
選
定
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
自
治
体
を
対
象
に
先
進
的
な

取
り
組
み
の
提
案
を
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
１
回
の
募

集
に
つ
き
、20
前
後
の
自
治
体
を
審
査
会
で
選
定
し
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
自
治
体
の
脱
炭
素
に
向
け
た
事
業
に
対
し
て

は
、
国
か
ら
補
助
金
の
割
り
増
し
や
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
４
回
の
公
募
が
あ
り
、
本
市
は
３
回
応
募
し

ま
し
た
。
直
近
で
は
今
年
の
10
月
に
も
応
募
し
ま
し
た

が
、
力
が
足
り
ず
選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
市
の
提
案
は
、市
内
で
一
定
の
エ
リ
ア
を
指
定
し
て
、

個
人
住
宅
や
事
業
所
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
・
蓄

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
、
駐
車
場
の
屋
根
へ
の
太
陽
光
設

置
、
空
き
家
を
活
用
し
た
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
整
備
な
ど

の
ほ
か
、
太
陽
光
設
備
の
20
年
後
の
廃
棄
に
向
け
た
取
り

組
み
等
が
中
心
で
し
た
。
提
案
の
際
は
、
民
間
企
業
や
計

画
エ
リ
ア
内
の
区
長
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
２
月
に
は
、
５
回
目
の
募
集
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
は
、
引
き
続
き
４
回
目
の
挑
戦
を
し
ま
す
。
過

去
３
回
の
申
請
で
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、
今
度
は
必
ず

選
定
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
脱
炭
素
に
向

け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

脱炭素を目指した公用車（EV車）のカーラッピング

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
5
年
秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

永な
が
た田

　
良よ
し
お夫
さ
ん
（
福
島
）

元
・（
有
）ナ
ガ
タ
フ
ー
ズ
社
長

瑞
宝
中
綬
章

江え
だ田

　
弘ひ
ろ
し

さ
ん
（
大
田
町
）

茨
城
大
学
名
誉
教
授

瑞
宝
双
光
章

佐さ
と
う藤

　
浩こ
う
い
ち一
さ
ん
（
石
井
）

元
・
日
本
郵
政
公
社
職
員

（
特
定
郵
便
局
長
）

第
41
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
小こ
も
り森

　
淸き
よ
し

さ
ん
（
旭
町
）

元
・
警
視
正

瑞
宝
双
光
章
島し

ま
だ田

　
光み
つ
お夫

さ
ん
（
南
友
部
）
元
・
茨
城
県
警
視

瑞
宝
双
光
章
須す

ど
う藤

　
敏と
し
お夫

さ
ん
（
小
原
）

元
・
茨
城
県
警
部
　

瑞
宝
単
光
章
小こ

に
し西

　
保た
も
つ

さ
ん
（
福
田
）

元
・
茨
城
県
警
部

高
齢
者
叙
勲（
６
月
～
11
月
）

瑞
宝
双
光
章
桑く
わ
の野

　
勝か
つ
お雄
さ
ん
（
東
平
）

元
　
公
立
小
学
校
長

（
茨
城
県
）


